
第１章 研究の概要 

 

研究の経過 

 情緒障害教育の対象については、平成 9 年の全国情緒障害特殊学級及び通級指導教

室の調査によると、自閉症を中心として LD や ADHD を含めた発達障害が多く、また近

年では一層その傾向が強くなっていると推測される。一方、昭和 43 年の調査で情緒障

害の例として挙げられている神経症・緘黙症・精神病・脳の器質的障害のある児童生

徒についての教育的対応についても情緒障害教育に関する重要な研究課題であると考

えられる。 

 当研究所では LD、ADHD、自閉症等の発達障害のある児童生徒の教育に関しては、別

のプロジェクト研究や課題別研究で取り組みがなされている。そこで、本課題別研究

では発達障害以外の情緒障害である神経症・緘黙症・精神病・脳の器質的障害と、発

達障害と関連があるものの発達障害そのものではない反抗挑戦性障害や行為障害につ

いての研究を行った。これらの障害のある児童生徒についての教育的対応について文

献的研究を行うと共に、行為障害についての教育的対応については事例研究を行った。 

 その研究成果について本報告書にまとめた。 
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